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　建築・空間・環境照明（以降、造語
ですがASE照明と呼ばせていただきま
す）のデザインの会社に就職して、早3
カ月が経とうとしています。時が過ぎる
のは、本当にあっという間で、面接にこ
の会社を訪れたのが昨日のように感じま
す。とはいえ、この3カ月間で学んだこと
は多大です。今の段階では、ASEを少
しかじった広く浅い知識しかありません
が、今後プロジェクトを一つずつ丁寧に
こなし、より深く知識をつけていきたいも
のです。

　早速、エキサイティングなチャンスが
我々のチームに舞い込んできました。つ
い3週間前から始まった、新しいコベン
トリーのプロジェクトに一から関わらせ
ていただけることになったからです。コ
ベントリーはロンドンから北西に向かって
車で2時間あたりに位置する、バーミン
ガムのすぐ隣の小さな町です。第二次
世界大戦で、ドイツ空襲の的になった
歴史もあり、再建された新しい街並み
の中に、生き残った歴史的な建築物や
大聖堂が点 と々存在する風景で、旅行
者も沢山訪れる町です。世界大戦の犠
牲者としての共感からか、コベントリー
では毎年８月６日に広島・デイ・サービ
ス（追悼式的イベント）が行われている
と知って驚きました。毎年行われるヨー
ロピアン・シティ・オブ・カルチャーとは
別に、英国シティ・オブ・カルチャーと
いうものがあり、2013年から始まったプ
ロジェクトで、4年に一度、英国の市 / 

町が選ばれ、選ばれた市 / 町は1年
間、英国中のアートや音楽などさまざま
な表彰式や行事のホストタウンになりま
す。前回の2017年はHull cityが選ば
れ、£220million /250億円が投資さ
れ、500万人の来客、800の新しい仕事
を産み出したと言われています。今回、
英国2021年シティ・オブ・カルチャー
に、コベントリーが選抜され、そこに注ぎ
込まれる投資を使い、町全体をバージョ
ンアップさせるというプロジェクトが次 と々
スタートしました。我々が担当するのは、
照明を使って、いかに町の魅力を引き出
し、その土地柄とカルチャー、そこに住
むコミュニティーと来客者を結びつける
かということです。ASEデザインをすべ
ての道に作ることは、時間と予算的に不
可能なので、町のキーポイントになるエリ
アやスポットに焦点を絞り、人々が訪れ
たくなるルートを３つ提案することから始
めました。それらのルートがなるべく町全
体に行きわたるように、そして、コベント
リーの知られざる魅力も発見できるよう、
我々チーム内でコベントリーのリサーチ
は進んでいます。アイデアとして浮かん
できたのは、コベントリー市の中心を取り
囲む環状道路を東西南北で色識別（色
グラデーション）し位置感覚を示す照明
を作ること。演劇的照明要素をコミュニ
ティー環境に演出すること。すでに町に
存在する照明を再利用、または減少・
変形させてムードに強弱をつける。空き
家になった建物内でインスタレーションを
展開する。落書きアートを照明に持ち込

むなどです。  
　過去に、英国シティ・オブ・カルチャー
に選ばれたほとんどの町は、町の再建
や新しい試みのイベントをとおして、見
事に地域活性に成功し、数年経った
今もそのポジティブな町の生まれ変わり
ムードをキープできていると聞きます。そ
れらの過去のプロジェクトに我々の会社
は関わっていませんが、なんとも素晴ら
しいことです。それを聞いて、胸がワク
ワクする一方、それに関わった人たちの
凄まじい努力と継続力の重みが感じら
れます。私が過去に何度も関わらせて
いただいた、日本の地域活性化目的の
芸術祭と似ている点は、アートをとおし
て町の特性を引き出す工夫と、人を惹き
つけるアトラクションやスポットを街に散り
ばめることで、死んだ空間や息詰まった
ダークスポットに、新鮮な空気と人の循
環を流し込み、地域の活き活きさを蘇ら
せる狙いがあることです。それら芸術祭
での（照明家としての）仕事との唯一の
違いは、この2021年のコベントリー行
事は、一生に一度（1年）しか行われな
い点、つまり我々がデザインさせていた
だくASE照明が、常設として町に残さ
れるということ。行事が終わった後も、町
の魅力を支えていけるだけのものを作ら
なければいけないという責任でしょう。そ
う考えると、ますます燃えてきます。「そ
うだ、コベントリー行こう♪（京都じゃなく
て）」のCMが見れる日も、そう遠くはな
いかもしれません。

　我々チームが作ったプレゼンテーショ
ン素材（現在のコベントリー中心の街
並みと特徴のリサーチ、3つのルート提
案、各提案エリア/スポットのアイデアス
ケッチを盛り込んだ資料）を手に、チーム
リーダーとボスが先日、コベントリーでプ
レゼンテーションを行ってきました。コベ
ントリーの反応はとても良く、我々が出し
合った沢山のアイデアを喜んで聞いてく
れたと耳にし、チームみんなでハイ・ファ
イブを交わしました！話がうまく進めば、
もしかすると来年の早い段階で、テスト
プロジェクト（仮説照明実験等）を始めら
れるかもしれません。期待が高まります！

現在のコベントリー中心部の夜景




